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第 1 章  はじめに
ASRock H110TM-ITX R2.0 マザーボードをお買い上げいただきまして誠にありが
とうございます。ASRock H110TM-ITX R2.0 マザーボードは、ASRock の一貫した
厳格な品質管理の下で製造された信頼性の高いマザーボードです。 ASRockの品
質と耐久性の取り組みに準拠した堅牢な設計を持つ、優れたパフォーマンスを提
供します。

この文書の第 1 章と第 2 章には、マザーボードの説明とステップ毎のインストール
ガイドが記載されています。 第 3章には、ソフトウェアとユーティリティーの操作ガ
イドが含まれています。 第 4章には、BIOSセットアップの設定ガイドが含まれてい
ます。

1.1  パッケージの内容

• ASRock H110TM-ITX R2.0 マザーボード（薄型ミニ ITXフォームファクター）
• ASRock H110TM-ITX R2.0 クイックインストールガイド 
• ASRock H110TM-ITX R2.0 サポート CD  
• 2 x シリアル ATA（SATA）データケーブル（オプション）
• 1 x SATA 1 ツー 2 電源ケーブル（オプション）
• 2 x I/Oパネルシールド
• 2 x M.2 ソケット用ねじ 

マザーボードの仕様と BIOSソフトウェアは更新されることがあるため、このマニュ
アルの内容は予告なしに変更することがあります。 このマニュアルの内容に変更が
あった場合には、更新されたバージョンは、予告なくASRockのウェブサイトから入
手できるようになります。 このマザーボードに関する技術的なサポートが必要な場
合には、ご使用のモデルについての詳細情報を、当社のウェブサイトで参照くださ
い。 ASRockのウェブサイトでは、最新の VGAカードおよび CPUサポート一覧もご
覧になれます。 ASRockウェブサイト http://www.asrock.com。
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1.2  仕様

プラット

フォーム

• 薄型 Mini-ITX フォームファクタ（Mini-ITX と互換性が
あります）

• 固体コンデンサ設計 

CPU • 第 6 世代 Intel® CoreTM i7/i5/i3/Pentium®/Celeron® プロセ
ッサーに対応（ソケット 1151） 

• 最大 65W までの CPU に対応 
• デジタル電源設計
• 5 電源フェーズ設計
• Intel®ターボブースト 2.0テクノロジーをサポート

チップセット • Intel® H110

メモリ • デュアルチャンネル DDR4 メモリテクノロジー
• 2 x DDR4 SO-DIMM スロット
• DDR4 2133 ノン ECC、アンバッファードメモリに対応  
• ECC SO-DIMM メモリモジュールに対応（non-ECC モー
ドで動作）

• システムメモリの最大容量： 32GB
• Intel® エクストリームメモリプロファイル（XMP）2.0 に対
応

拡張スロット 1 x M.2 ソケット（キー E）、タイプ 2230 WiFi/BT モジュール
に対応

グラフィックス • Intel®HDグラフィックス内蔵ビジュアルおよび VGA出
力は、GPUに統合されたプロセッサーのみでサポート
されます。  

• Intel®HDグラフィックス内蔵ビジュアルをサポート： 
AVC、MVC (S3D)、MPEG-2フル HWエンコード 1の
Intel® Quick Sync Video、Intel® InTruTM 3D、Intel®クリアビ
デオHDテクノロジー、Intel®インサイダー TM、Intel® HD
グラフィックス 510/530

• Pixel Shader 5.0, DirectX 12
• 最大共有メモリ1,024MB

* 最大共有メモリのサイズはオペレーティングシステムによ
って異なることがあります。 
• 4 つのグラフィックス出力オプション : D-Sub、HDMI、

DisplayPort 1.2 と LVDS
* 最大 2 台のディスプレイに同時に対応します
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• HDMI に対応、最大解像度 4K x 2K (4096x2160) @ 24Hz 
/ (3840x2160) @ 30Hz

• D-Subをサポート。最大解像度 1920x1200 @60Hz
• DisplayPort 1.2 テクノロジーに対応、最大解像度 4K x 

2K (4096x2304) @ 60Hz
• LVDS に対応、最大解像度 1920x1200 @ 60Hz
• HDMI ポートでオートリップシンク、ディープカラー
（12bpc）、xvYCC、および、HBR（高ビットレートオーディ
オ）に対応（HDMI 対応モニターが必要です）

• アクセラレイテッド・メディア・コーデックに対応 : HEVC, 
VP8, VP9

• HDMI ポートと DisplayPort 1.2 ポートで HDCP に対応 
• HDMI ポートと DisplayPort 1.2 ポートで Full HD 1080p 

Blu-ray (BD) 再生に対応

オーディオ • 7.1 CH HDオーディオ、コンテンツプロテクション付き
（Realtek ALC892オーディオコーデック）  

*7.1 CH HDオーディオを設定するためには、HDフロント
パネルのオーディオモジュールを使用し、オーディオドライ
バを通してマルチチャンネルオーディオ機能を有効にする
必要があります。
• プレミアム・ブルーレイ・オーディオ・サポート
• サージ保護に対応（ASRock 完全スパイク保護）
• ELNA 製オーディオコンデンサ

LAN • ギガビットLAN 10/100/1000 Mb/s
• ギガ PHY Intel® I219V
• Wake-On-LAN（ウェイク オン ラン）に対応   
• 雷 /静電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 完全スパイ
ク保護）

• エネルギー効率のよいイーサネット 802.3azをサポート
• PXEをサポート

リアパネル I/O • 1 x DC ジャック（19V 電源アダプタと互換性があります )
• 1 x D-Subポート
• 1 x HDMIポート
• 1 x DisplayPort 1.2
• 2 x USB 2.0 ポート（静電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 
完全スパイク保護））

• 2 x USB 3.0 ポート（静電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 
完全スパイク保護））
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• LED付き 1 x RJ-45 LANポート（ACT/LINK LEDと
SPEED LED）

• HD オーディオジャック : フロントスピーカー / マイクロ
フォン

ストレージ • 2 x SATA3 6.0 Gb/s コネクタ、NCQ、AHCI、および、ホット
プラグ機能に対応

• 1 x M.2 ソケット、タイプ 2242/2260/2280 M.2 SATA3 6.0 
Gb/s モジュールに対応 *

* M2_2: RST ユーティリティポート 0; SATA3_0: RST ユーテ
ィリティポート 2; SATA3_1: RST ユーティリティポート 3

コネクタ • 1 x CIR ヘッダー
• 1 x COM ポートヘッダー
• 1 x SPDIF 出力コネクタ
• 1 x モニタースイッチヘッダー
• 1 x バックライト電源ジャンパ
• 1 x パネル電源ジャンパ
• 1 x バックライト制御ヘッダー
• 1 x LVDS コネクタ
• 1 x ホームシアター PC ヘッダー
• 1 x CPU ファンコネクタ（4 ピン）
• 1 x シャーシファンコネクタ（4 ピン）（スマートファン速
度制御）

* CHA_FAN1 は 3 ピンまたは 4 ピンファンが使用されてい
るかどうかを自動検出できます。
* CPU ファンコネクタは最大 1A (12W) の電力の CPU ファ
ンに対応します。 
• 1 x 前面パネルオーディオコネクタ
• 1 x アナログサラウンドオーディオヘッダー
• 1 x デジタルマイクヘッダー
• 1 x 3W オーディオアンプ出力ウェーハヘッダー
• 1 x 内部電源ヘッダー
• 1 x SATA 電源コネクタ
• 3 x USB 2.0 ヘッダー（5 個の USB 2.0 ポートに対応）（静
電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 完全スパイク保護））

• 1 x USB 3.0 ヘッダー（2 個の USB 3.0 ポートに対応）（静
電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 完全スパイク保護））

* USB3_4_5 は USB4_5 と共有します。 
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BIOS 機能 • AMI UEFI Legal BIOS、多言語 GUI サポート付き 
• ACPI 5.0 準拠ウェイクアップイベント
• SMBIOS 2.7 サポート
• DRAM 電圧マルチ調整

ハードウェア

モニター

• CPU/シャーシ温度センシング
• CPU /シャーシファンタコメータ
• CPU/シャーシクワイエットファン（CPU 温度に従ってシ
ャーシファン速度を自動調整）

• CPU/シャーシファンマルチ速度制御
• 電圧監視 : +12V、+5V、+3.3V、CPU Vcore

OS • Microso�® Windows® 10 64-bit / 8.1 64-bit / 7 32-bit / 7 
64-bit 

* Windows® 7 OS をインストールするために、xHCI ドライバ
が ISO ファイルに含まれる変更されたインストールディス
クが必要です。 詳しい説明については 31 ページを参照し
てください。 
* 更新された Windows® 10 ドライバについては、ASRock の
ウェブサイトで詳細をご確認ください :
http://www.asrock.com

認証 • FCC, CE, WHQL
• ErP/EuP Ready（ErP/EuP 対応電源供給装置が必要です）

 * 商品詳細については、当社ウェブサイトをご覧ください。 http://www.asrock.com

BIOS設定の調整、アンタイドオーバークロックテクノロジーの適用、サードパーティ
のオーバークロックツールの使用などを含む、オーバークロックには、一定のリス
クを伴いますのでご注意ください。 オーバークロックするとシステムが不安定に
なったり、システムのコンポーネントやデバイスが破損することがあります。 ご自分
の責任で行ってください。 弊社では、オーバークロックによる破損の責任は負いか
ねますのでご了承ください。
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1.3 マザーボードのレイアウト
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H110
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番号 説明

1 内部電源ヘッダー（ATX19V_IN1）

2 クリア CMOS ジャンパー（CLRMOS1）

3 USB 2.0 ヘッダー（USB6）

4 USB 2.0 ヘッダー（USB4_5）

5 USB 3.0 ヘッダー（USB3_4_5）

6 シャーシファンコネクタ（CHA_FAN1）

7 SATA3 コネクタ（SATA3_0）

8 SATA3 コネクタ（SATA3_1）

9 SATA 電源コネクタ（SATA_POW1）

10 モニタースイッチヘッダー（MONITOR_SWITCH1）

11 システムパネルヘッダー（PANEL1）

12 コンシューマー赤外線モジュールヘッダー（CIR1）

13 バックライト電源ジャンパ（BKT_PWR1）

14 パネル電源ジャンパ（PNL_PWR1）

15 LVDS コネクタ（LVDS1）

16 バックライト制御ヘッダー (BLT_VOL1)

17 COM ポートヘッダー（COM1）

18 2 x 260 ピン DDR4 SO-DIMM スロット（DDR4_A1、DDR4_B1）

19 CPU ファンコネクタ（CPU_FAN1）

20 USB 2.0 ヘッダー（USB2_3）

21 ホームシアター PC ヘッダー（HTPC1）

22 フロントパネルオーディオヘッダー（HD_AUDIO1）

23 デジタルマイクヘッダー（DMIC1）

24 SPDIF 出力コネクタ（HDMI_SPDIF1） 

25 3W オーディオアンプ出力ウェーハヘッダー（SPEAKER1）

26 アナログサラウンドオーディオヘッダー（HD_AUDIO2）
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1.4  I/O パネル

番号 説明 番号 説明

1 DC ジャック ** 6 LAN RJ-45 ポート *

2 USB 3.0 ポート（USB3_01） 7 USB 2.0 ポート（USB01）

3 D-Sub ポート (VGA1) 8 マイクロフォン（ピンク色）

4 DisplayPort 1.2 (DISPLAY1) 9 フロントスピーカー（ライム色） 

5 HDMI ポート（HDMI1）

* 各 LAN ポートにそれぞれ 2 つの LED があります。 LAN ポートの LED 表示については下の表を参照してく
ださい。

アクティビティ / リンク LED 速度 LED

状態 説明 状態 説明

消灯 リンクなし 消灯 10Mbps 接続
点滅 データアクティビティ オレンジ色 100Mbps 接続
点灯 リンク 緑色 1Gbps 接続

** DC ジャック用には 19V 電源アダプタを使用してください。 このジャックには内径 5.1 mm、外径 7.4 mm の
バレルプラグを 2 個接続できます。内部コンタクトは +19 (±10%) DC でありシェルは（センターポジティブ）で
す。

DELTA  DELTA-ADP-150TB-150W/19V
HP HP-TBC-BA52-150W/19V
FSP   FSP-FSP150-ABAN1-150W/19V
DELL FA130PE1-00-130W/19.5V
DELL LA90PE0-01-90W/19.5V

このマザーボードは 2 ピン ATX 19V 電源供給または DC 入力電源供給に対応します。 2 種類の電源供給を
同時に使用しないでください。 同時に使用すると、マザーボードのコンポーネントとデバイスが破損すること
があります。 DC 入力電源アダプタを使用する場合は、オンボード SATA 電源コネクタを使用して HDD の電
源を供給します。 

アクティビティ / リンク LED

速度 LED

LAN ポート

9872 6531 4
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これは薄型 Mini-ITX フォームファクタマザーボードです。 マザーボードを取付け
る前に、シャーシの設定を確認し、マザーボードを取り付けることができることを
確認してください。

取り付け前の注意事項

マザーボードコンポーネントを取り付けたり、マザーボードの設定を変更する前に、
次の注意事項をよくお読みください。

• マザーボードを設置 /取り外しをする場合は、必ず電源コードが抜いてください。 電
源コードが繋がれたままで作業を行うと、怪我をしたり、マザーボードが破損する可能
性がございます。

• 静電気によってマザーボードの部品が破損することを防止するために、マザーボード
はカーペットの上に置かないでください。 また、静電気防止リストストラップを着用す
るか、または、部品を取り扱う前に静電気除去オブジェクトに触れてください。

• 基盤の端をつかんでください。IC には触れないでください。
• マザーボードを取り外す場合は、取り外したマザーボードを接地した静電気防止パッ
ドの上に置くか、商品に付属している袋に入れてください。

• マザーボードをシャーシに固定する為にねじを使う場合は、ねじを締め付けすぎない
でください。 ねじを締め付けすぎると、マザーボードが破損することがあります。

第 2 章  取り付け
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2.1  CPU を取り付ける

111 1151 ピン CPU をソケットに挿入する前に、PnP キャップ がソケット上にあること、
CPU 表面に汚れがないこと、または、ソケット内に曲がったピンがないことを確認
してください。 PnP キャップがソケット上になかったり、CPU 表面が汚れていたり、
または、ソケット内に曲がったピンがある場合は、CPU を無理にソケット内に挿入
しないでください。 CPU を無理にソケット内に挿入すると、CPU の甚大な破損に
つながります。

222 CPU を取り付ける前に、すべての電源ケーブルを取り外してください。

1

2

A

B
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4

5

3
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プロセッサーを取り外した場合は、カバーを保管して取り付け直してください。 アフ
ターサービスのためにマザーボードを返品する場合は、カバーを必ず取り付けてく
ださい。
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2.2  CPU ファンとヒートシンクを取り付ける

1 2

CPU_FAN
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2.3  メモリモジュールを取り付ける（SO-DIMM） 

このマザーボードには 2 個の 260 ピン DDR4（ダブルデータレート 4）SO-DIMM ス
ロットが実装されています。

SO-DIMM は 1 つの正しい方向にしか取り付けることができません。 SO-DIMM を
間違った方向にスロットに無理に挿入すると、マザーボードと SO-DIMM が永久
的に破損することがあります。

DDR、DDR2、または、DDR3 メモリモジュールを DDR4 スロットに取り付けないで
ください。取り付けると、このマザーボードと SO-DIMM が破損することがあります。

1

2
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2.4  ジャンパー設定

このイラストは、ジャンパーの設定方法を示しています。 ジャンパーキャップがピ
ンに被さっていると、ジャンパーは「ショート」です。 ジャンパーキャップがピンに被
さっていない場合には、ジャンパーは「オープン」です。 この図は 3ピンのジャンパー
を表し、ジャンパーキャップがピン 1とピン 2に被さっているとき、これらのピンは
「ショート」です。

CMOSクリアジャンパー
(CLRMOS1)
（p.6、No. 2参照）

CLRMOS1 を使って CMOS 内のデータをクリアできます。 クリアして、デフォルト
設定にシステムパラメーターをリセットするには、コンピューターの電源を切り、
電源から電源コードを抜いてください。 15 秒待ってから、ジャンパーキャップを
使って CLRCMOS1 のピン 2 とピン 3 を 5 秒間ショートします。 ただし、BIOSを
アップデートした直後に、CMOSをクリアしないでください。 BIOSをアップデー
ト後、CMOSをクリアする必要があれば、最初にシステムを起動し、それから
CMOSクリアアクションを行う前にシャットダウンしてください。 パスワード、日付、
時間、ユーザーのデフォルトプロファイルは、CMOSの電池を取り外した場合に
のみ、消去されることにご注意ください。

バックライト電源ジャンパ
（3 ピン バックライト _電
源 1）
（p.6、No. 13参照）

1-2 : +19V 
2-3 : +12V [デフォルト ]

パネル電源ジャンパ
（3 ピン パネル _電源 1）
（p.6、No. 14参照）

1-2 : +3V 
2-3 : +5V [デフォルト ]

警告 :
選択した Backlight Power（バックライト電源）または Panel Power（パネル電源）がパネル
の仕様を上回る場合は、パネルが破損することがあります。 

CMOSのクリアデフォルト
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2.5  オンボードのヘッダーとコネクター

システムパネルヘッダー
（9ピンパネル 1）
（p.6、 No. 11参照）

電源スイッチを接続し、
スイッチをリセットし、下
記のピン割り当てに従っ
て、シャーシのシステムス
テータス表示ランプをこ
のヘッダーにセットしま
す。 ケーブルを接続すると
きには、ピンの＋と－に気
をつけてください。

シリアル ATA3コネクター
（SATA3_0： 

p.6、No. 7参照）
(SATA3_1: 
p.6、No. 8参照）

これら 2つの SATA3コネ
クターは、最高 6.0 Gb/秒
のデータ転送速度で内部
ストレージデバイス用の
SATAデータケーブルを
サポートします。 

GND

RESET#

PWRBTN#

PLED-

PLED+

GND

HDLED-

HDLED+

1

GND

PWRBTN（電源スイッチ）：
シャーシ前面パネルの電源スイッチに接続してください。 電源スイッチを使用して、システ
ムをオフにする方法を設定できます。

RESET（リセットスイッチ）：
シャーシ前面パネルのリセットスイッチに接続してください。 コンピューターがフリーズし
たり、通常の再起動を実行できない場合には、リセットスイッチを押して、コンピューターを
再起動します。

PLED（システム電源 LED）：
シャーシ前面パネルの電源ステータスインジケーターに接続してください。 システム稼働
中は、LEDが点灯します。 システムが S1/S3スリープ状態の場合には、LEDは点滅を続け
ます。 システムが S4スリープ状態または電源オフ（S5）のときには、LEDはオフです。

HDLED（ハードドライブアクティビティLED）：
シャーシ前面パネルのハードドライブアクティビティLEDに接続してください。 ハードドラ
イブのデータを読み取りまたは書き込み中に、LEDはオンになります。

前面パネルデザインは、シャーシによって異なることがあります。 前面パネルモジュールは、
主に電源スイッチ、リセットスイッチ、電源 LED、ハードドライブアクティビティLED、スピー
カーなどから構成されます。シャーシの前面パネルモジュールとこのヘッダーを接続する
場合には、配線の割り当てと、ピンの割り当てが正しく合致していることを確かめてください。

オンボードヘッダーとコネクターはジャンパーではありません。 これらヘッダーとコ
ネクターにはジャンパーキャップを被せないでください。 ヘッダーおよびコネクター
にジャンパーキャップを被せると、マザーボードに永久損傷が起こることがあります。

SATA3_0 SATA3_1
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SATA 電源コネクタ
（SATA_電源 1）
（p.6、No. 9参照）

SATA 電源ケーブルを接
続してください。

USB 2.0ヘッダー
（5 ピン USB6）
（p.6、No. 3参照）

（9ピン USB2_3）
（p.6、No. 20参照）

（9ピン USB4_5）
（p.6、No. 4参照）

I/Oパネルの 2つの USB 
2.0ポートに加えて、この
マザーボードには 3つの
ヘッダーがあります。 

USB 3.0ヘッダー
（19ピン USB3_4_5）
（p.6、No. 5参照） 

I/Oパネルの 2つの USB 
3.0ポートに加えて、この
マザーボードには 1つの
ヘッダーがあります。 この 
USB 3.0 ヘッダーは、2 つ
のポートをサポートでき
ます。
* USB3_4_5 は USB4_5 と
共有します。 

フロントパネルオーディオ
ヘッダー
（9ピン HD_AUDIO1）
（p.6、No. 22参照）

このヘッダーは、フロント
オーディオパネルにオー
ディオデバイスを接続す
るためのものです。

1

ID
IntA_P_D+

IntA_P_D-
GND
IntA_P_SSTX+

IntA_P_SSTX-
GND

IntA_P_SSRX+

Vbus

IntA_P_D+
IntA_P_D-

GND
IntA_P_SSTX+
IntA_P_SSTX-

GND
IntA_P_SSRX+

IntA_P_SSRX-
Vbus

IntA_P_SSRX-

J_SENSE

OUT2_L

1

MIC_RET
PRESENCE#

GN D

OUT2_R

MIC2_R

MIC2_LOUT_RET

1

USB_PWR
P- P+

GND

DUMMY
GND

GND

P+
P-

USB_PWR

P+
P-

USB_PWR

1
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111 ハイディフィニションオーディオはジャックセンシングをサポートしていますが、
正しく機能するためには、シャーシのパネルワイヤーが HDAをサポートしている
ことが必要です。 お使いのシステムを取り付けるには、当社のマニュアルおよび
シャーシのマニュアルの指示に従ってください。

222 AC’97オーディオパネルを使用する場合には、次のステップで、前面パネルオー
ディオヘッダーに取り付けてください。 
A. Mic_IN (MIC)をMIC2_Lに接続します。 
B. Audio_R (RIN)を OUT2_Rに、Audio_L (LIN)を OUT2_Lに接続します。 
C. アース (GND)をアース (GND)に接続します。 
D. MIC_RETとOUT_RETは、HDオーディオパネル専用です。 AC’97オーディオ
パネルではこれらを接続する必要はありません。 
E. フロントマイクを有効にするには、Realtekコントロールパネルの「FrontMic」タ
ブで、「録音音量」を調整してください。

アナログサラウンド
オーディオヘッダー
（17 ピン HD_オーディオ

2）
（p.6、No. 26参照）

3W オーディオアンプ出力 
ウェーハヘッダー
（4ピン SPEAKER1）
（p.6、 No. 25参照）

シャーシスピーカーはこ
のヘッダーに接続してく
ださい。

SPDIF Outコネクター
（2 ピン HDMI_SPDIF1）
（p.6、No. 24参照）

ケーブルを使って、HDMI 
VGA カードの SPDIF 出
力コネクタをこのヘッ
ダーに接続してください。

SPDIFOUT

GND

1

ピン 信号名 ピン 信号名

18 センス 17 キー
16 LFE 15 A_GND
14 A_GND 13 センター
12 Surr_Rear_R 11 A_GND
10 A_GND 9 Surr_Rear_L
8 Surr_Side_R 7 A_GND
6 A_GND 5 Surr_Side_L
4 Front_R 3 A_GND
2 A_GND 1 Front_L

F
ront_L+ F

ront_R
-

F
ront_R

+

F
ront_L-

1

12
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シャーシファンコネクター
（4ピン CHA_FAN1）
（p.6、 No. 6参照）

ファンケーブルはファン
コネクターに接続し、黒線
とアースピンを合わせて
ください。

CPU ファンコネクタ
（4ピン CPU_FAN1）
（p.6、 No. 19参照）

このマザーボードは 4ピ
ンCPUファン（静音ファン）
コネクターを提供します。 
3ピンの CPUファンを接
続する場合には、ピン 1-3
に接続してください。

内部電源ヘッダー
（2 ピン ATX19V_IN1）
（p.6、No. 1参照）

このマザーボードには 2 
ピン ATX 19V 電源コネク
タが 1 個実装されていま
す。 

コンシューマー赤外線 
モジュールヘッダー
（7 ピン CIR1）
（p.6、No. 12参照）

このヘッダーを使用して、リモー
トコントローラレシーバーを接
続できます。 

シリアルポートヘッダー
（9ピン COM1）
（p.6、No. 17参照）

このヘッダーはシリアル
ポートモジュールに対応
します。

バックライト制御ヘッダー
（8 ピン バックライト _音
量 1）
（p.6、No. 16参照）

1: BKLT_EN 
2: BKLT_PWM 
3: BKLT_PWR 
4: BKLT_PWR 
5: GND 
6: GND 
7: Brightness_Up 
8: Brightness_Down

1

8

RTS CTS
GND
TXD

DCD

DSR
DTR

RXD

1

NCRI

GND

FAN_VOLTAGE
CHA_FAN_SPEED

FAN_SPEED_CONTROL

CPU_F
FAN_VOLTAGE

GND

AN_SPEED
FAN_SPEED_CONTROL

4     3     2    1

IRRX
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デジタルマイクヘッダー
（5 ピン デジタルマイク1）
（p.6、No. 23参照）

1: +5V 
2: ピンなし 
3:  SPDIF_OUT/DMIC_

CLK
4: GND 
5: DMIC_DATA 
6: +3.3V

ホームシアター PC
ヘッダー
（7 ピン HTPC1）
（p.6、No. 21参照）

LVDS パネルコネクタ
（40 ピン LVDS1）
（p.6、No. 15参照）

1

1

40

ピン 信号名 ピン 信号名

1 ODD_Lane3_P 21 NC
2 ODD_Lane3_N 22 EDID_3.3V 
3 ODD_Lane2_P 23 LCD_GND
4 ODD_Lane2_N 24 LCD_GND
5 ODD_Lane1_P 25 LCD_GND
6 ODD_Lane1_N 26 ODD_CLK_P
7 ODD_Lane0_P 27 ODD_CLK_N
8 ODD_Lane0_N 28 BKLT_GND
9 EVEN_Lane3_P 29 BKLT_GND

10 EVEN_Lane3_N 30 BKLT_GND
11 EVEN_Lane2_P 31 EDID_CLK
12 EVEN_Lane2_N 32 BKLT_ENABLE
13 EVEN_Lane1_P 33 BKLT_PWM_DIM
14 EVEN_Lane1_N 34 EVEN_CLK_P
15 EVEN_Lane0_P 35 EVEN_CLK_N

16 EVEN_Lane0_N 36
BKLT_PWR 
(12V/19V)

17 EDID_GND 37
BKLT_PWR 
(12V/19V)

ピン 信号名 ピン 信号名

8 HDMI CEC 7 #電源 _ボタ
6 SMB_DATA 5 3.3V スタンバイ
4 SMB_CLK 3 ピンなし
2 接地 1 録音 LED

1
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モニタースイッチヘッ
ダー
(2 ピンMONITOR_
SWITCH1)
（p.6、No. 10参照）

このヘッダーを使用して LVDS 
パネルディスプレイのバックライ
トをオン /オフにするスイッチを
接続できます。  

1

PWRDN

GND

ピン 信号名 ピン 信号名

18
LCD_VCC 

(3.3V/5V/12V)
38

BKLT_PWR 
(12V/19V)

19
LCD_VCC 

(3.3V/5V/12V)
39 NC

20
LCD_VCC 

(3.3V/5V/12V)
40 EDID_DATA
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2.6  M.2 WiFi/BT モジュール取り付けガイド

M.2 は次世代フォームファクタ（Next Generation Form Factor、NGFF）とも呼ばれます。M.2 
は小型の多目的カードエッジコネクタであり、mPCIe and mSATA に代わることを目的とし
ます。 M.2 ソケット（Key E）（M2_1）はタイプ 2230 WiFi/BT モジュールに対応します。 

WiFi/BT モジュールを取り付ける 

手順 1

タイプ 2230 WiFi/BT モジュールとね
じを準備します。

A

Module Type: Type2230 
PCB Length: 3cm 

手順  2

使用するナットの位置を確認します。

A

手順  3

WiFi/BT モジュールを整列して M.2 
スロットに丁寧に挿入します。  モ
ジュールは 1 つの方向にしか取り付
けることができません。
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A

手順  4

ドライバでねじをしっかりと留めてく
ださい。 しかし、きつく締めるすぎる
とモジュールが破損する恐れがある
のでご注意ください。
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第 3 章  ソフトウェアとユーティリティの操作

3.1  ドライバを取り付ける

マザーボードに付属しているサポート CD には、必要なドライバ、および、マザーボー
ドの機能を強化する便利なユーティリティが含まれています。

サポート CD を実行する

サポート CD を使用するために、CD を CD-ROM ドライブに挿入します。 コンピュー
タで「AUTORUN（自動実行）」が有効になっている場合は、CD がメインメニューを自
動的に表示します。 メインメニューが自動的に表示されない場合は、サポート CD 内
のファイル「ASRSETUP.EXE」をダブルクリックしてメニューを表示します。

ドライバメニュー

システムと互換性のあるドライバが自動的に検出されて、サポート CD ドライバペー
ジに一覧表示されます。 Install All（すべてインストールする）をクリックするか、また
は、上から下への順番で必要なドライバをインストールしてください。 このようにイン
ストールすることで、ドライバが正しく動作するようにします。

ユーティリティメニュー

ユーティリティメニューには、マザーボードが対応するアプリケーションソフトウェア
が表示されます。 特定の項目をクリックして、インストールウィザードに従ってインス
トールします。

Windows 7 との互換性を向上させるために、Microso� が提供する次のホットフィッ
クスをダウンロードしてインストールしてください。  
“KB2720599”: http://support.microso�.com/kb/2720599/en-us
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3.2  ASRock Live Update & APP Shop（ASRock ライブ更新
と APP ショップ）

ASRock ライブ更新と APP ショップは、ASRock コンピュータ用のソフトウェアアプ
リケーションを購入したりダウンロードできるオンラインストアです。 USB キー、
XFast LAN、XFast RAM などのさまざまなアプリケーションとサポートユーティ
リティを素早く簡単にインストールできます。 ASRock Live Update & APP Shop
（ASRock ライブ更新と APP ショップ）を使用すれば、数回クリックするだけで、シ
ステムを最適化して、マザーボードを最新の状態に維持できます。

デスクトップ上の  をダブルクリックして ASRock ライブ更新と APP ショップ
ユーティリティにアクセスします。

*ASRock ライブ更新と APP ショップからアプリケーションをダウンロードするにはインターネットに接
続している必要があります。

3.2.1  UI 概要

Category Panel（カテゴリパネル）： カテゴリパネルにはいくつかのタブまたはボタ
ンがあります。これらのタブまたはボタンを選択すると、下の情報パネルに関係す
る情報が表示されます。

Information Panel（情報パネル）： 中央にある情報パネルには、現在選択されてい
るカテゴリについてのデータが表示されます。また、ジョブに関係するタスクを実
行できます。 

Hot News（ホットニュース）： ホットニュースセクションにはさまざまな最新ニュー
スが表示されます。 画像をクリックして選択したニュースのウェブサイトを開いて
詳しく読むことができます。

Information Panel（情報パネル）

Hot News（ホットニュース）Category Panel（カテゴリパネル）
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3.2.2  Apps（アプリ）

「Apps（アプリ）」タブを選択すると、ダウンロードできるすべてのアプリが画面上に
表示されます。  

アプリをインストールする

手順  1

インストールしたいアプリを検索します。 

最も推奨されるアプリが画面の左側に表示されます。 その他のさまざまなアプリ
は右側に表示されます。 上下にスクロールして一覧にあるアプリを検索してくださ
い。

アプリの価格を確認したり、アプリを既にインストールしているかどうかを確認で
きます。

 - 赤色のアイコンに価格が表示されます。または、アプリが無料の場合は「Free
（無料）」と表示されます。

 - 緑色の「Installed（インストール済み）」アイコンは、アプリがコンピュータに
インストールされていることを意味します。

手順  2

アプリアイコンをクリックすると、選択したアプリの詳細情報が表示されます。
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手順  3

アプリをインストールしたい場合は、赤色のアイコン  をクリックしてダウン 
ロードを開始します。

手順  4

インストールが完了すると、右上端に緑色の「Installed（インストール済み）」アイコ
ンが表示されます。

アプリをアンインストールするには、ゴミ箱アイコン  をクリックします。 
*アプリによっては、ゴミ箱アイコンが表示されないことがあります。
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アプリをアップグレードする

アップグレードできるのはインストール済みのアプリのみです。 アプリの新しい
バージョンがある場合は、インストールしたアプリアイコンの下に「New Version（新
しいバージョン）」  のマークが表示されます。

手順  1

アプリアイコンをクリックすると、詳細情報が表示されます。

手順  2

黄色のアイコン  をクリックしてアップグレードを開始します。
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3.2.3  BIOS & Drivers（BIOS とドライバ）

BIOS またはドライバをインストールする

「BIOS & Drivers（BIOS とドライバ）」タブを選択すると、BIOS またはドライバ用の
推奨更新または重要な更新が一覧表示されます。 速やかにすべて更新してくださ
い。

手順  1

更新する前に項目情報を確認してください。  をクリックすると、詳細情報が表
示されます。

手順  2

更新したい項目を 1 つまたは複数クリックして選択します。 

手順  3

「Update（更新）」をクリックして更新処理を開始します。
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3.2.4  Setting（設定）

「Setting（設定）」ページで、言語を変更したり、サーバーの場所を選択したり、
Windows 起動時に ASRock ライブ更新と APP ショップを自動的に実行するかどう
かを決めることができます。


